
Bulletin of the Educational Reseach and Development, faculty of Education, Kagoshima University 
2017，Vol.26，00-00 論文 

大学運動部員における日常・競技ストレッサーがストレス反応

に及ぼす影響 
 

山 下 拓 郎〔鹿児島大学大学院教育学研究科〕 

藤 田   勉〔鹿児島大学教育学系（保健体育）〕 

 

Stressors and stress responses in university athletes 

YAMASHITA Takuro・FUJITA Tsutomu 
キーワード：スポーツ、アスリート、学年別、認知的評価、コーピング 

 

1．緒言 

スポーツ選手が競技力を発揮するためには，技能・体力面だけではなく心理面も重要であることは良く知られて

おり，特に，競技スポーツ場面における過度な緊張や不安などのストレス要因は，高いパフォーマンスを発揮する

うえでマイナスに作用することが多い（煙山，2013）．とりわけ，競技スポーツにおいては，自分の実力未発揮な

ど直接競技力に関わる問題のみならず，バーンアウト，学習性無力感，競技からのドロップアウト，薬物依存，摂

食障害，オーバートレーニングなどスポーツ選手が経験する弊害が多くみられる（平田・佐藤，2008）．特に，大

学運動部員の場合，プロスポーツや企業スポーツと比較して周囲の健康管理体制が悪いこと，自身の心身の健康管

理に対する認識が低いことも相まって様々な問題が頻発している（岡ほか，1998）． 

 上記のバーンアウト等の原因としては，スポーツ選手が日常や競技生活で経験する心理的ストレス源（ストレッ

サー）が注目され，競技生活における不適応行動が日常的に経験するストレッサーと関係が深いことが示唆されて

いる（渋倉，2001）．岡ほか（1998）は，大学運動部員を対象として，日常や競技生活で経験しているストレッサ

ーが，メンタルヘルスに及ぼす影響について，ストレス反応の各下位尺度（情動的反応，認知・行動的反応，身体

的反応）は全ての日常・競技ストレッサーの各下位尺度と正の相関があることを明らかにしている． 

しかしながら，大学の運動部には，高校を卒業したばかりの1年生から，もうすぐ社会人になる4年生が在籍す

ることから，ストレッサーとストレス反応の関係は学年によって異なるのではないだろうか．ラザルス・フォルク

マン（1984）のストレスモデルによれば，ストレッサーは直接的にストレス反応へ影響するのではなく，認知的評

価とコーピングが媒介変数になるという．高校運動部員を対象とした研究（渋倉，2001）では，1年生よりも2年

生の方がストレッサーを多く経験していることが明らかになっており，部内における地位や役割，部活動への関与

の程度などの要因が関わっていると考察された．これは，ストレッサーの認知的評価が学年によって異なることを

示している．また，直接的にコーピングを扱った研究ではないが，大学運動部員を対象としたライフスキル研究（島

本ほか，2013）やセルフマネジメントスキル研究（竹村ほか，2013）では，上級生の方が下級生よりも，下位尺

度の得点が有意に高いことが示されている．これらのスキルがコーピングとして機能するならば，ストレッサーが

ストレス反応へ及ぼす影響は，学年によって異なってくるのではないかと考える．そこで本研究では，大学運動部
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員を対象として，ストレッサーからストレス反応への影響関係が，学年によって異なるかどうかを検討する． 

 

2．方法 

2．1．研究方法  

研究方法は，九州大学リーグ1部または2部を中心に所属している1大学運動部活動の１年生から4年生の男女

235名を対象とした質問紙調査であった．対象者の競技種目の内訳としては，ラグビー（29名），軟式テニス（17

名），バレーボール（9名），硬式テニス（11名），ハンドボール（26名），バスケットボール（24名），サッカー（25

名），柔道（9 名），バドミントン（7 名），水泳（13 名），剣道（11 名），陸上（26 名），野球（28 名）であった．

調査期間は，2014年5月から2014年6月であり，5月にストレッサー尺度を，6月にストレス反応尺度を用いて

実施した．なお，調査期間を一か月間隔で分けて調査した理由としては，尾関（1990）のストレス反応尺度の教示

文において，最近一カ月の間の感情や行動や体の状態を記入するよう教示していたからである． 

調査に先立って，事前に各運動部の主将に調査内容を説明し，調査実施の承諾を得た．調査は各運動部のミーテ

ィングの中で行い，調査票の配布および回収は各運動部の主将が行った．対象者に対しては，調査票配布前に各運

動部の主将が本研究の意図を説明した．調査内容については統計的処理により，個人を特定できないようにし，研

究結果等を公表する趣旨を調査者が書面にて十分に説明した．そうすることで，今回の調査に参加するインフォー

ムドコンセントをとり，承諾できる者のみに対して調査を実施した． 

  

2．2．調査内容 

 調査票には氏名，学年，性別，競技種目の記入を求めた． 

 

2．2．1．スレッサーを測定する項目 

 岡ほか（1998）の大学生アスリートの日常・競技ストレッサー尺度を使用した．この尺度は，日常・競技生活で

の人間関係，競技成績，他者からの期待・プレッシャー，自己に関する内的・社会的変化，クラブ活動内容，経済

状態・学業の 6 因子，計 35 項目で構成されている．回答方法は，最近１ヶ月の間に経験したストレッサーを頻度

と嫌悪度という 2 つの観点から評価させ，頻度については，（0：全然なかった（0）から，よくあった（4），嫌悪

度については，全然嫌ではなかった（0）から，非常に嫌だった（4）のそれぞれ 5 段階で評定するように求めた．

回答の点数化に関しては，その経験頻度と嫌悪度を掛け合わせたものを項目の得点として分析に用いた． 

 

2．2．2．ストレス反応を測定する項目 

 尾関（1990）の大学生のストレス自己評価尺度を使用した．この尺度は，抑うつ，不安，怒り（情動的側面），

認知的混乱，引きこもり（認知・行動的側面），身体的疲労，自律神経系の活動亢進（身体的側面）という7因子3

側面，計 50 項目から構成されている．回答方法は，ここ 1 か月の間の感情や行動や体の状態について評価させ，

あてはまらない（1）から，非常にあてはまる（4）の4段階で評定するように求めた． 
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3．結果 

各尺度得点の平均値と標準偏差，各尺度間の相関行列を表１に示した．ストレッサーからストレス反応への影響

における学年間の違いを検討するため，大学生アスリートの日常・競技ストレッサー尺度（岡ほか，1998）におけ

る6つの下位尺度（人間関係，競技成績，期待・プレッシャー，内的・社会的変化，クラブ活動，経済・学業）を

独立変数として，学生のストレス自己評価尺度（尾関，1990）における3つの下位尺度（情動的反応，認知・行動

的反応，身体的反応）を従属変数として，ステップワイズ法による重回帰分析を行った． 

その結果，ストレッサーの各下位尺度から情動的反応への影響について，1年生では，人間関係（β＝.29）から

有意な影響が示され，情動的反応の分散説明率は，8.5％であった．2 年生では，クラブ活動（β＝.40）から有意

な影響が示され，情動的反応の分散説明率は，16.2％であった．3年生では，内的・社会的変化（β＝.40），期待・

プレッシャー（β＝.32）から有意な影響が示され，これら2つの変数による情動的反応の分散説明率は，33.4％で

あった．4年生では，情動的反応に有意な影響を及ぼすストレッサーは示されなかった． 

次に，ストレッサーの各下位尺度から認知・行動的反応への影響について，1年生では，人間関係（β＝.29）か

ら有意な影響が示され，認知・行動的反応の分散説明率は，8.4％であった．2 年生では，人間関係（β＝.39）か

ら有意な影響が示され，認知・行動的反応の分散説明率は，15.1％であった．3 年生では，内的・社会的変化（β

＝.28），期待・プレッシャー（β＝.26）から有意な影響が示され，これら2つの変数による認知・行動的反応の重 

平均値 標準偏差 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1. 人間関係 1.31 1.64 ―

2. 競技成績 3.39 2.62 0.54 ―

3. 期待・プレッシャー 1.39 1.74 0.51 0.41 ―

4. 内的・社会的変化 2.63 2.46 0.40 0.59 0.43 ―

5. クラブ活動 2.02 2.27 0.60 0.40 0.55 0.41 ―

6. 経済・学業 3.51 2.97 0.37 0.43 0.42 0.45 0.59 ―

7. 情動的反応 1.32 0.44 0.27 0.18 0.29 0.32 0.31 0.24 ―

8. 認知・行動的反応 1.39 0.44 0.36 0.19 0.34 0.30 0.33 0.28 0.85 ―

9. 身体的反応 1.37 0.34 0.27 0.20 0.27 0.19 0.29 0.28 0.72 0.76 ―

10. ストレッサー合計 2.37 1.72 0.72 0.76 0.70 0.75 0.78 0.77 0.35 0.39 0.33 ―

11. ストレス反応合計 1.36 0.37 0.34 0.21 0.33 0.29 0.33 0.30 0.94 0.95 0.88 0.39 ―

表1　基本統計量（平均値，標準偏差）と相関行列

 

変数 R² F β ｔ ｐ

情動的反応

0.09 6.470

人間関係 0.29 2.544 0.01

認知・行動的反応

0.08 6.309

人間関係 0.29 2.512 0.01

身体的反応

0.07 5.004

人間関係 0.26 2.273 0.03

表2．重回帰分析の結果　　１年生（N=72）
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変数 R² F β ｔ ｐ

情動的反応

0.162 11.796

クラブ活動 0.40 3.435 0.01

認知・行動的反応

0.151 10.558

人間関係 0.39 3.299 0.01

身体的反応

0.103 6.880

クラブ活動 0.32 2.623 0.01

表3．重回帰分析の結果　　２年生（N=64）

 

変数 R² F β ｔ ｐ

情動的反応

0.33 13.562

内的・社会的変化 0.40 3.401 0.01

期待・プレッシャー 0.32 2.722 0.01

認知・行動的反応

0.390 11.494

内的・社会的変化 0.28 2.353 0.02

期待・プレッシャー 0.26 2.171 0.03

身体的反応

0.24 17.544

クラブ活動 0.49 4.189 0.01

表4．重回帰分析の結果　　３年生（N=60）

 

 

変数 R² F β ｔ ｐ

情動的反応

認知・行動的反応

0.249 12.295

人間関係 0.50 3.506 0.01

身体的反応

0.112 4.682

人間関係 0.34 2.164 0.04

表5．重回帰分析の結果　　４年生（N=39）
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決定係数は，39.0％であった．4年生では，人間関係（β＝.50）からの影響が示され，認知・行動的反応の分散説

明率は24.9％であった． 

そして，ストレッサーの各下位尺度から身体的反応への影響について，1年生では，人間関係（β＝.26）から有

意な影響が示され，身体的反応の分散説明率は，6.7％であった．2 年生では，クラブ活動（β＝.32）から有意な

影響が示され，身体的反応の分散説明率は，10.3％であった．3年生では，クラブ活動（β＝.49）から有意な影響

が示され，身体的反応の分散説明率は24.2％であった．4年生では，人間関係（β＝34）から有意な影響が示され，

身体的反応の分散説明率は，11.2％であった（表2～5）． 

以上のことは，大学運動部員におけるストレッサーがストレス反応に及ぼす影響は，学年によって異なることを

示している． 

 

4．考察 

ストレッサーがストレス反応（情動的反応，認知・行動的反応，身体的反応）に及ぼす影響は，学年によって異

なっていた．1 年生では，有意な影響を示したストレッサーは人間関係のみであった．また，ストレス反応下位尺

度の分散説明率は，6.7-8.5％であった．これは，本研究の調査時期が，1年生が入部したばかりの5月から6月で

あったため，ストレス反応が表出するほどのストレッサーを経験していなかったと考えられる．ラザルス・フォル

クマン(1984)のストレスモデルで説明するならば，ストレッサーを脅威と認知的に評価していなかったと解釈され

る． 

2 年生では，有意な影響を示したストレッサーはクラブ活動と人間関係の2 つであった．また，ストレス反応下

位尺度の分散説明率は，10.3-16.2％であった．3年生では，有意な影響を示したストレッサーは内的・社会的変化，

期待・プレッシャー，クラブ活動の3つであった．また，ストレス反応下位尺度の分散説明率は，24.2-39.0％であ

った．これらのことは，高校生を対象とした渋倉（2001）の研究と同様に，上級生の方が下級生よりもストレッサ

ーを多く経験するという結果に類似している．したがって，大学生においても，学年によってストレッサーがスト

レス反応に及ぼす影響が異なることの背景には，部内における地位や役割，部活動への関与の程度などの要因があ

ると考えられる． 

しかしながら，4 年生では，有意な影響を示したストレッサーは人間関係のみであった．また，ストレス反応下

位尺度の分散説明率は，認知・行動的反応は，24.9％，身体的反応は，11.2％であり，情動的反応への有意な影響

は示されなかった．すなわち，最上級生である4年生の結果からは，渋倉（2001）と同様の考察ができない．この

相違については以下の解釈を考えている．ライフスキル研究（島本ほか，2013）やセルフマネジメントスキル研究

（竹村ほか，2013）では，上級生の方が下級生よりも，これらのスキルが高いという報告がある．本研究では，コ

ーピングを分析に含んでいないため，あくまでも推察に過ぎないが，ライフスキルあるいはセルフマネジメントス

キルがコーピングとして機能するならば，ストレッサーを脅威と認知しても，コーピングの働きによって，ストレ

ス反応への影響が緩和されたのではないかと思われる． 

 本研究では，ストレッサーからストレス反応への影響関係が学年によって異なるという結果を示せたが，その解

釈の根拠は十分なものではなく，さらなる追究が必要である．今後は，ストレッサーとストレス反応以外にも，認

知的評価やコーピングに関する変数も含めた分析を行っていきたい． 
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